
T A T S U K U S H I  C R U I S I N G

竜 串
遊 歩

日 常を脱ぎ 捨てて、旅 に出よう─



日
常
を

脱
ぎ
捨
て
て
、

旅
に
出
よ
う

潮
の
匂
い
と
風
の
音
。

波
が
刻
ん
だ
、奇
岩
の
リ
ズ
ム
。

一
日
中
歩
い
て
み
れ
ば

い
つ
ま
で
も
足
の
裏
に
残
る
の
は

ど
こ
ま
で
も
や
わ
ら
か
な
砂
浜
と

ざ
ら
り
と
し
た
岩
場
の
感
触
。

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
の
船
底
に

ゆ
ら
ゆ
ら
と
ゆ
ら
め
く
陽
光
の
先
に
は

色
と
り
ど
り
の
サ
ン
ゴ
や
魚
が
ひ
し
め
き
あ
い
、

磯
に
立
て
ば
潮
が
引
く
ご
と
に

無
数
の
生
き
も
の
が
う
ご
め
く
さ
ま
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

耳
を
澄
ま
せ
ば

心
を
ほ
ど
い
て
く
れ
る
の
は
風
と
鳥
と
波
の
音
。

一
歩
一
歩
と
進
む
ご
と
に
景
色
は
深
ま
り
、

気
が
つ
け
ば
夕
暮
れ
の
風
景
と
星
空
が
背
中
を
押
し
て
く
れ
る
。

「
何
も
し
な
い
」 

時
間
が
い
ち
ば
ん
の
贅
沢
。

こ
こ
は
、自
然
に
抱
か
れ
て

自
分
に
戻
る
入
口
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
は
四
国
の
は
し
っ
こ
、竜
串
で
す
。



東
京
か
ら
一
番
遠
い
場
所
─

何
も
し
な
い
、が
で
き
る
場
所
─



忘
れ
て
き
た
こ
と
を
取
り
戻
す
。

身
体
の
全
部
で
息
を
す
る
。



答
え
が
な
い
か
ら
面
白
い
。

ど
う
感
じ
る
か
は
あ
な
た
次
第
。



グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
航
路

桜
浜

見
て
、

歩
い
て
、

五
感
で
楽
し
む
。

竜
串
湾

スノーピーク土佐清水キャンプフィールド

見残し

出典：国土地理院ウェブサイト「地図・空中写真閲覧サービス」
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海のギャラリー

数万点の貝の世界に没頭する
竜串の海を身体で感じてみるー学んでみる

竜串の海を身体で感じてみるー覗いてみる

砂浜に目を落とす

奇怪奇天烈な岩礁を歩きまわる

14

奇
怪
奇
天
烈
な

岩
礁
を

歩
き
ま
わ
る

竜
串
遊
歩 

そ
の
一

24

数
万
点
の

貝
の
世
界
に

没
頭
す
る

［
海
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
］

竜
串
遊
歩 

そ
の
四

20

砂
浜
に

目
を

落
と
す

竜
串
遊
歩 
そ
の
二

3046

竜
串
の
海
を

身
体
で

感
じ
て
み
る

O
ther A

ctivites

竜
串
遊
歩 

そ
の
五

竜
串
の
海
を
学
ん
で
み
る

［
足
摺
海
洋
館
S
A
T
O
U
M
I
］

竜
串
の
海
を
覗
い
て
み
る

［
竜
串
観
光
汽
船
］

竜
串
の
海
を
眺
め
て
み
る

［
足
摺
海
底
館
］

22

干
潮
に
な
っ
た
ら

潮
だ
ま
り
を

覗
い
て
み
る

竜
串
遊
歩 

そ
の
三

串

岸

竜

海

竜串の海を身体で感じてみるー眺めてみる

干潮になったら潮だまりを覗いてみる

奇怪奇天烈な岩礁を歩きまわる

44

石
見
陽
奈「
時
の
な
か
で
」

40

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー「
竜
串
で
潜
る
と
い
う
こ
と
」

28

弘
浦
和「
布
碆
さ
ん
の
海
」

12

上
村
菜
々
子「D

raw
ing-Tatsukushi

」



『D
raw

ing- Tatsukushi

』 

上
村
菜
々
子

晴
れ
た
冬
の
日
、家
族
で
竜
串
へ
。海
底
館
の
丸
窓
を
覗
い
て
は
隣
の
丸
窓
へ
移
る
こ
と
を
繰
り
返
し
何
周
し
た
か

わ
か
ら
な
い
こ
と
。揺
れ
る
鉄
橋
か
ら
、美
し
く
強
烈
な
冬
の
光
を
背
負
う
竜
串
の
景
色
を
浴
び
た
こ
と
。浜
で
子

ど
も
た
ち
は
拾
っ
た
貝
殻
を
私
の
側
に
並
べ
て
いっ
た
こ
と
。た
ぶ
ん
そ
れ
ら
が
絵
の
具
に
な
っ
た
。（
画
家
）
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奇
怪

奇
天
烈
な

岩
礁
を

歩
き
ま
わ
る

今
か
ら
1
7
0
0
万
年
前
の
こ
と
。後
に
日
本
列
島

と
な
る
大
地
が
、ま
る
で
ね
じ
れ
る
よ
う
に
動
き
、

現
在
の
形
に
な
り
ま
し
た
。

竜
串
海
岸
と
見
残
し
一
帯
に
広
が
る
奇
怪
奇
天
烈

な
模
様
や
色
、形
を
纏
う
岩
礁
の
数
々
は
、列
島
が

激
し
く
変
動
し
て
い
た
時
期
に
浅
い
海
底
に
た
ま
っ

て
い
た
砂
や
泥
な
ど
が
地
層
と
な
り
、後
の
地
殻
変

動
の
影
響
を
受
け
て
大
き
く
傾
い
た
も
の
。

以
来
長
い
年
月
の
あ
い
だ
、こ
の
岩
礁
は
日
々
照
り
つ

け
る
日
差
し
や
打
ち
寄
せ
る
荒
波
と
雨
風
に
さ
ら

さ
れ
て
、少
し
ず
つ
削
り
と
ら
れ
て
は
小
さ
な
石
と

な
り
砂
と
な
り
、や
が
て
桜
浜
な
ど
の
浜
辺
に
打
ち

寄
せ
続
け
て
い
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
の
日
か
の
、遠
い
未
来
─

竜
串
海
岸
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、こ
の
砂
も
ま

た
い
つ
か
岩
に
帰
る
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。そ
れ
は

ま
さ
に
、大
地
の
輪
廻
転
生
。私
た
ち
が
見
て
い
る
の

は
、そ
の
ほ
ん
の
一
瞬
に
す
ぎ
な
い
の
で
す
。

W A L K I N G  T H E  R O C K Y  S H O R E

竜
串
遊
歩 

そ
の
一
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「土佐清水ジオパーク サイトマップ」では、土佐清水ジオパーク内に点在する
竜串海岸をはじめとするサイトの地質学的・文化学的な特徴を学ぶことができます。



竜串海岸
龍が臥しているような小山と、大串に
たとえられる奇岩からその名がつい
たとされる「竜串海岸」。
海へまっすぐとのびる奇岩が広がる
風景はまるで異世界にでも迷い混ん
だかのよう。

見残し
竜串海岸とはまた異なる迫力のある
奇岩が続く「見残し」は、弘法大師空
海も見残したことからその名がつい
たとされる秘境の地。現在でも陸路
で行くことは難しく、グラスボートで上
陸するのがベストという難所です。

M I N O K O S H I

T A T S U K U S H I

人魚御殿

不背山

臥竜山と竜串海岸

屏風岩
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岩に染みこんだ海水
の塩分が結晶化した
際に岩に穴をあけた
痕跡が《タフォニ》。人
が入れる大きさにまで
成長したものも！

海岸のあちこちで見か
ける茶色の物体は、エ
ビによく似たスナモグリ
の巣穴の《生痕化石》。
イボイボしているのは
巣穴を補強するための
泥団子の形！

激しい揺れ（大地震）で
発生した液状化現象を
生 し々く記録する《しぼり
幕》。泥と砂の層が混じ
りあい、美しいマーブル
模様を描いています。

1700万年前の波
の振動が海底に
刻まれた《ウエー
ブリップル》。

美しい弧を描く《マ
カロニクヌス》は、
ゴカイの仲間が餌
を食べながら移動
した痕跡。

まるでボールのような
石の塊《コンクリーショ
ン》は、生物の遺骸か
ら溶け出た成分と海水
中のカルシウムが反応
してできたもの。

ど
れ
も
こ
れ
も
が

1
7
0
0
万
年
間
の
記
録
で
す 18

19



砂浜でひときわ目立つ白
くてザラザラとした物体
は 、死んだサンゴ の 骨
格。大きいものだと30cm
を超えることも。

竜串海岸では、岩礁など
が削れてできた、茶色や
灰色からなる砂岩や泥岩
を多く見ることができま
す。濃い灰色の石は近く
を流れる三崎川などから
流れてきたものです。

わずか数100m離れているだけですが、
桜浜の砂は粒が細かくサラサラとしてい
て、竜串海岸の砂は粒が大きくザラザラ
です。茶色の砂は竜串海岸の岩礁か
ら、黒い砂は三崎川の石などに由来する
ものが多く、ほかにもサンゴや貝殻、ウニ
のトゲなどが多く含まれています。

岩場で生息しているマツ
バガイやウノアシ、オハ
グロガキなどの貝殻か
ら、砂浜で生息している
二枚貝など様々な貝殻を
見つけることができます。
数は少ないですがシーグ
ラスをみつけることも。

砂
浜
に

目
を

落
と
す

石、貝殻、サンゴ、ウニのトゲ。

砂浜は「さまざまな場所」からやってきた、

「さまざまな物」が削られて砂になり、幾

年月を経て積もり集まる不思議な場所。

じっと見つめていると、思いがけない発

見があるかも知れません。

砂
石

貝 

殻

そ
の
他

珊 

瑚

B E A C H  W A L K

岩礁や砂浜などにある石や砂、貝殻やサンゴなどは竜串の貴重な資源です。
将来に残していくために持ち帰ることはご遠慮ください。

竜
串
海
岸
の
砂

桜
浜
の
砂

竜
串
遊
歩 

そ
の
二

オハグロガキ

フジツボ

ウニ

シーグラス

ウノアシ

20
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キュートなエラが
目印のゴカイの
仲 間です。振 動
があるとすぐ隠れ
てしまいます。

目のように見える
ものは肛門です。
トゲには毒があ
るので注意。

目を凝らしても見
つけにくい、体に
海藻をたくさんつ
けた小さなカニ。

岩の凹みで集団
で暮らす、かわい
らしい小さな貝。

干 潮 時によく目
立つ、白い貝殻
に薄紫のフチが
目印のカキの仲
間です。

水中

ほぼ水中

陸上
〜水中

つかまえようとす
るとカエルのよう
に跳びはねて逃
げることも！

透明な体に複雑
な横しま模様が
入った小さなエ
ビ。

ぐねぐねとのびる筒状
の貝で、死んだ後はクモ
ギンポなどの巣になるこ
とも。岩の上に殻を固着
させ、一生を同じ場所で
過ごします。

見た目はグロテ
スクですが、ダシ
も良くでて美味し
いカニの仲間。

硬い歯で削った
穴の中で暮らす
ウニ。トゲ先が白
いのがポイント。

ツ
マ
ジ
ロ
ナ
ガ
ウ
ニ

ガ
ン
ガ
ゼ

カ
エル
ウ
オ

イ
ソ
ス
ジ
エ
ビ

イ
ソ
ク
ズ
ガ
ニ

オ
ハ
グ
ロ
ガ
キ

ヒ
ト
エ
カ
ン
ザ
シ

人の背丈ほどにもなる竜串の潮

汐。そのたびに竜串海岸の岩場

には無数の潮だまりが出現し、さま

ざまな生きものたちの姿を手に取

るように見ることができます。

T I D E  P O O L

オ
オ
ヘ
ビ
ガ
イ

カ
メ
ノ
テ

海底の砂や泥に
ついた汚れを食
べてキレイにして
くれる、海のお掃
除屋さんです。

ニ
セ
ク
ロ
ナ
マコ

干
潮
に

な
っ
た
ら

潮
だ
ま
り
を

覗
い
て
み
る

竜
串
遊
歩 

そ
の
三

岩場にぴたっとくっ
ついている貝。茹で
て食べることもでき
ます。

美しい模様を持つ
貝。夜になるとコケ
などを食べながら
岩の上を3mも移動
することもあります。

ヒ
ザ
ラ
ガ
イ

マ
ツ
バ
ガ
イ

ア
ラ
レ
タ
マ
キ
ビ

22
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ガラスケースを埋め尽くす貝殻の美し

さとその物量に圧倒される『海のギャラ

リー』は、土佐清水市出身の洋画家・黒

原和男氏がコレクションしてきた数万点

に及ぶ貝殻を展示する小さなミュージア

ム。設計は女性建築家のパイオニアとし

て知られる林雅子氏で、まるで深海の底

に迷いこんだかのような光と影が美しい

１階と、折り紙のような天井から差し込

む光が浅海の底のように優しく空間を包

みこむ2階の対比にほれぼれとします。

数
万
点
の

貝
の
世
界
に

没
頭
す
る

［
土
佐
清
水
市
立
竜
串
貝
類
展
示
館 

海
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
］

T
H

E
 

S
E

A
S

H
E

L
L

 
G

A
L

L
E

R
Y

竜
串
遊
歩 

そ
の
四
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砂
地
や
砂
泥
地
な
ど
で

暮
ら
し
て
い
る
貝
で
、そ

の
細
長
さ
は
ギ
ャ
ラ
リ
ー

内
で
ピ
カ
イ
チ
！

飾り気がない、ただた
だ純白の陶器のような
光沢を持つ貝。竜串で
採取されたもので、な
んといっても名 前 が
キュートなのです。

赤
、橙
、黄
、紫
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
彩
り
の
貝
殻
が

美
し
い「
長
太
郎
」の
名

で
知
ら
れ
る
貝
で
す
。特

製
の
味
噌
と
一
緒
に
焼
い

て
食
べ
る「
黄
金
焼
き
」

は
土
佐
清
水
名
物
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
美
し
さ
ゆ
え
に
売

買
の
対
象
に
も
な
り
や

す
い
、鮮
や
か
な
彩
り
が

か
わ
い
ら
し
い
貝
で
す
。

キ
リ
ガ
イ

螺
旋
状
に
鋭
く
巻
き
上
が

る
貝
殻
の
姿
が
美
し
い
。

土
佐
沖
で
採
取
し
た
貝
が

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

チ
マ
キ
ボ
ラ

ウ
ミ
ウ
サ
ギ

ヒ
オ
ウ
ギ
ガ
イ

ミ
ド
リ
パプ
ア

海
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

ほ
ん
の
り
桃
色
の
、か
わ
い
ら

し
い
二
枚
貝
。桜
浜
は
か
つ
て

サ
ク
ラ
ガ
イ
の
仲
間
が
多
く
漂

着
し
て
お
り
、紀
貫
之
の「
土

佐
日
記
」で
も
そ
の
美
し
さ
が

称
賛
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

サ
ク
ラ
ガ
イ
の
仲
間

特徴的な6本 の 突起
が漢字の「水」に見える
ことからその名が付い
た貝。サンゴ礁や岩礁
下の砂底などで生息し
ています。

ス
イ
ジ
ガ
イ

飛び出たトゲが歌舞伎
にも登 場する「 猩々」
そっくりということでそ
の名がついた貝。

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ガ
イ

土
佐
沖
で
採
集
さ
れ
た

い
く
つ
も
の
美
し
い
ト
ゲ

を
有
す
る
貝
。

ア
ッ
キ
ガ
イ
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『
布ぬ
の
は
え碆
さ
ん
の
海
』 

弘
浦 

和

竜
串
に
は
、若
侍
に
恋
し
た
魚
の
精
の
の
え
さ
ん
の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。の
の
え
さ
ん
が
帰
っ
た
美
し
い
海
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
描
き
ま
し
た
。竜
串
の
海
に
い
る
生
物
は
多
種
多
様
で
、描
く
の
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。伝
説
の
残
る
祠

は
、地
元
で
は『
布
碆
さ
ん
』と
呼
ば
れ
大
漁
を
祈
願
す
る
そ
う
で
す
。（
画
家
）
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熱帯・亜熱帯に生息する魚を多く

観察することができる竜串湾の

魚を中心に、350種15000匹もの生物

を飼育展示しているのが「足摺海洋館

SATOUMI」。

入ってすぐの「足摺の原生林エリア」で

は、アマゴやタカハヤが泳ぐ渓流、オイカ

ワやカワムツが泳ぐ里山、アカメなどが

泳ぐ河口の生きものを展示しています。
竜串湾の豊かな生態系の基盤と

なっているサンゴを中心に多様な

魚を展示する「竜串湾エリア」では、常に

波が打ち寄せる竜串海岸の陸上部やそ

こからひとつながりとなったサンゴが自

生する海底の様子を再現。天井からゆら

ゆらとさしこむ光の中で無数の魚たちが

泳ぐ大水槽を眺めていると、時間が経つ

のを忘れてしまいます。

竜串近海で暮らす生きものを展示

する「足摺の海エリア」「外洋エリ

ア」では、竜串海岸でもよく見かける魚を

はじめ、清水サバ（ゴマサバ）やアジなど

を展示。

のんびりと海中を漂うように生きるクラゲ

やウミウシコーナーはSATOUMIの隠れ

た一番人気コーナーで、やっぱりここで

も時間を忘れてしまいそうになるのです。

竜
串
の
海
を

学
ん
で
み
る

［
足
摺
海
洋
館
S
A
T
O
U
M
I
］

竜
串
の
海
を

身
体
で

感
じ
て
み
る

竜
串
遊
歩 

そ
の
五

30

31



写真は海藻を主食とす
る大きさ約1ｍにもなる
アオウミガメ。グラス
ボートや 海 底 館 から
悠 と々泳ぐさまを見られ
ることも。ウミガメは、夏
場になると桜浜に産卵
にやってくることもあり
ます。

宝石のような美しい青
さでよく目立つ魚。危
険を感じると体を黒くし
て自分の存在を消すこ
とができます。

２ｍ近くにもなる大型の
ウツボ。日中は岩の割
れ目やサンゴの隙間か
ら顔だけを出しているこ
とが多いですが、夜にな
ると住処を離れ鋭い歯
で獲物を襲います。

ほぼ四角形の顔つき
がユーモラスなフグの
仲間です。

チョウチョウウオの仲
間のなかでは比較的
大きめの種で、サンゴ
の多い場所を好み、ペ
アで泳いでいるところ
をよく見かけます。

鮮やかな緑と赤の縞
模様に真っ青なお腹と
ド派 手な見た目です
が、上品な味わいで塩
焼きや刺身でも美味し
く食べられます。

大きな胸ビレが特徴の
魚で、竜串でも岩礁や
サンゴの周辺でよく見
かける魚です。ヒレに
は毒があり、うっかり触
れないように注意が必
要です。

細長く突き出た口には
まるで歯ブラシのよう
な歯があり、海綿や藻
類を食べています。岩
場やサンゴの近くで暮
らしています。

幼魚は集合ホルモンと
いう匂いで多数が集ま
り「ゴンズイ玉」と呼ば
れるボール状の群れを
つくります。ヒレには毒
腺があり、刺さると激
痛が走るので注意！

ソ
ラ
ス
ズ
メ
ダ
イ

ニ
セ
ゴ
イ
シ
ウ
ツ
ボ

ハコ
フ
グ

ス
ダ
レ
チ
ョ
ウ
チ
ョ
ウ
ウ
オ

ニシ
キ
ベ
ラ

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ

ハ
ナ
ミ
ノ
カ
サ
ゴ

ツ
ノ
ダ
シ

ゴ
ン
ズ
イ

春先になるとどこからともなく
現れるウミウシは、竜串湾内だ
けで400種近い種類が確認さ
れています。サザエやタニシの
仲間で、ごくまれに潮だまりに
取り残されていることも。

アオウミウシは
竜串のアイドル!

ヒロウミウシ

ニシキツバメガイ

オレンジ
ウミコチョウ

貝殻の名残を
抱えたままの
オオベニシボリ

ムラサキ
ウミコチョウ

牛に似ているから
モウサンウミウシ！

ワタユキシボリガイ

フリエリイボウミウシ

そのまま飛んで行きそうな
ホウズキフシエラガイ

キャラメル
ウミウシ

ツノがかわいい
サラサウミウシ

ウ
ミ
ウ
シ
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竜
串
の
海
を

眺
め
て
み
る

［
足
摺
海
底
館
］

竜串湾のほとりに立つ独特の佇

まいの建造物が「足摺海底館」。

1970年に日本初の海域公園と

して指定された竜串のシンボルと

してオープンした海中展望塔で、

70年代の建築らしい未来感とレ

トロ感、そして唯一無二の海中散

歩を楽しむことができるミュージア

ムです。

靴
の
ま
ん
ま
で
、海
中
散
歩
。
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0.5m 4-7m1-3m 8-13m 14m-

そこそこ遠くの魚まで見え
視野良好！

かなり遠くの岩場まで見え、
回遊魚なども確認できます

近くの岩がうっすらと見え、
窓際の魚だけ見えます

近くの岩は見えますが
遠くはやや白っぽく見えています

ほとんど真っ暗で
何も見えません

窓
の
先
に
見
え
る
景
色
と
の
出
会
い
は
、一
期
一
会
。

潮にふわふわと流されながら海藻を器用に食ん

でみたり、サンゴの物陰で身を隠してみたり

休んでみたり─64段の螺旋階段を下りていくと、そ

こは水深7ｍの海の底。360度四方に設けられた

丸い窓の先には、魚たちの当たり前の「日

常」が広がります。

水温が低くなり晴天が続けばその

透明度は日増しに強くなり、嵐

が近づけば視界はみるみる悪

くなり・・・日々一刻変わりつ

づける窓の先に広がる海

中の眺めは、ただただぼ

んやりと眺めていても見

飽きることがありません。

36

37



グラスボートの底に開いた窓の先に

広がるのは、シコロサンゴやテーブル

サンゴなどの造礁サンゴ群集と、サン

ゴを寝床や隠れ家にして生きる色とり

どりの熱帯魚、気まぐれに顔を見せて

くれるウミガメたち。竜串の海を40年

以上見守ってきた船長が案内する、

約30分のミニクルーズへどうぞ。

竜
串
の
海
を

覗
い
て
み
る

［
竜
串
観
光
汽
船
］
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海の底にも、四季がある。
生きものの数が少なくなる冬場の海は、とても澄んでいる。
だから、小さいものだと数ミリほどにしかならないのに、
色鮮やかなウミウシたちの姿がよく目立つ。
春になるとプランクトンが一気に増え
海全体が少し緑がかって見えるようになり、
生命力にあふれはじめる。
夏になると生きものたちが産卵の時季を迎え、
海の中は霞がかかったようになる。
秋になると海が青さを日に日に増し、
魚たちの姿も一層と増えるようになり、
やがてまた、透明な冬へと戻ってゆく。

竜串でダイビングガイドをはじめて20年。
毎日のようにさまざまなお客さんたちと共に潜り、
さまざまな生きものたちと巡りあううちに、

よその海で潜っていても
「早く竜串に戻りたい」と思うほどに惚れこんでしまった。

同時に、海の変化も間近で見てきた。
オニヒトデの大発生、海水温の上昇。
あっという間に失われていくサンゴたち。
この海域公園のサンゴはなんとしても守りたい。
そんな使命感を覚えた。
20年を経た今、「100年後に残したい」という言葉が強く胸に刺さる。

有名なダイビングエリアのような派手さはないかもしれない。
けれど、ゆったりと流れる時間、穏やかな海、何気ない会話。
心に余裕を持った「贅沢」なダイビング。
それが竜串らしさ。
ここで知識と技術を磨き、
外の世界を知った後でも「ただいま」と帰ってきたくなる。
そんな「ホーム」のような海であり続けてほしい。

竜
串
で

潜
る
と
い
う
こ
と

［
イ
ン
タ
ビュー
］

話
し
手
：
佐
野
美
月（
竜
串
ダ
イ
ビ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

取
材
・
構
成
：
小
林
皆
登
、萩
野
新
子
、竹
村
直
也
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奇
岩
の
上
に
座
り
、浪
の
音
に
囲
ま
れ
な
が
ら
ス
ケ
ッ
チ
し
ま
し
た
。こ
の
場
が
重
ね
て
き
た
時
間
を
描
き
切
る
の

は
到
底
無
理
で
、で
も
そ
の
時
間
の
中
に
ほ
ん
の
少
し
だ
け
自
分
も
溶
け
込
め
た
よ
う
な
不
思
議
な
感
動
も
あ

り
ま
し
た
。描
い
た
後
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
、と
自
然
と
口
か
ら
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。（
画
家
）

『
時
の
な
か
で
』 

石
見
陽
奈
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桜
浜
海
水
浴
場

かつてサクラガイの仲間が
浜を覆い尽くし、浜辺が桜色
に染まっていたことから「桜
浜」との名がついたとされる
美しい砂浜です。
毎年7月の第2日曜日に海開
きが行われます。シーカヤッ
クやパドルボート、シュノーケ
ルセット、浮き輪などの貸出も
行っており、気軽に遊ぶこと
ができます。
夏場にはウミガメが産卵に
やってくることも。

ス
ノ
ー
ピ
ー
ク

土
佐
清
水
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

すぐ目の前に竜串の海が広が
るキャンプ場。テントやコンロ
などの道具がない人でも手軽
にキャンプを楽しめる「手ぶら
CAMPプラン」は、テントの建
て方や過ごし方までスタッフの
方がサポートしてくれるから安

心。冷暖房付きのトレーラーハ
ウス「住箱」のほか、カツオの
藁焼き体験やサビキ釣りなど、
さまざまなプランがあります。

う
み
の
わ

竜
串
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

足
摺
宇
和
海
国
立
公
園

足摺宇和海国立公園の魅力
を知り尽くしたスタッフが常駐
するビジターセンターです。桜
浜を望む絶好のロケーション
にあり、竜串海岸などのガイド
ツアーの予約ができるほか、
漂着物を使ったオブジェづくり
などのワークショップも開催。
竜串エリアだけでなく、足摺岬
や柏島、宇和海などの体験・
アクティビティのご案内もし
ています。また、土佐清水ジオ
パークの活動拠点にもなって
います。

O T H E R  A C T I V I T I E S
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竜串までのアクセス
車　で　高知龍馬空港より車で約150分／松山空港より車で約180分
鉄道で　JR岡山駅より土佐くろしお鉄道中村駅まで特急で約280分（高知駅乗り換え）
　　　　中村駅より高知西南交通バスで約80分
高知龍馬空港まで
羽田空港より約90分／成田空港より約110分／伊丹空港より約50分
小牧空港・セントレアより約60分／福岡空港より約55分／台湾桃園空港より約150分

高知県

高知県立足摺海洋館
SATOUMI
土佐清水市三崎4032
TEL.0880-85-0635

海中天然ミュージアム
足摺海底館
土佐清水市三崎4124-1
TEL.0880-85-0201

土佐清水市立竜串貝類展示館
海のギャラリー
土佐清水市竜串23-8
TEL.0880-85-0137

足摺宇和海国立公園竜串ビジターセンター
うみのわ
土佐清水市三崎4032-2
TEL.0880-87-9500

スノーピーク土佐清水
キャンプフィールド
土佐清水市三崎字エジリ4145番1
TEL.0880-87-9789

環境省
土佐清水自然保護官事務所
土佐清水市天神町11-7
TEL.0880-82-2350

四万十町中央 IC

高知 IC

高知龍馬空港

松山空港

徳島 IC

高松 IC

至岡山至尾道

至神戸

松山 IC

黒潮拳ノ川 IC

足摺岬

室戸岬沖の島

竜串

宿毛和田 IC
四万十 IC

津島岩松 IC
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